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会第 16 回世界大会（神戸国際会議場）の運営を行い、さらに 2020 年 11 月には、大阪大学
において日本犯罪心理学会第 58 回 Web大会を開催し、大会長として学会の進展に関与した。
学内においては、ハラスメント対策にも尽力し、学生への支援のみならず教育環境の改善に
大きく貢献した。部内においては、ハラスメント防止委員会、大学院入試運営委員会、学生生
活支援室長等を務め、大学の管理運営にも関わった。2019 ～ 2020 年度は、公認心理師プロ
グラム運営室室長として、学生の教育と実習先である多くの機関との連携と調整、管理にあたっ
た。
以上、藤岡淳子教授は、大阪大学及び人間科学研究科における研究、教育、運営を通じて、
その充実と発展に貢献を果たすとともに、我が国の司法犯罪領域の研究や実践により、わが国
の学術振興にも大きく寄与されている。
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主　要　業　績
主要著書
1. 藤岡淳子（2017）「非行・犯罪の心理臨床」日本評論社
2. 藤岡淳子（2014）「非行・犯罪心理臨床におけるグループの活用」誠信書房
3. 藤岡淳子（2006）「性暴力の理解と治療教育」誠信書房
4. 藤岡淳子（2004）「包括システムによるロールシャッハ臨床」誠信書房
5. 藤岡淳子（2001）「非行少年の加害と被害」誠信書房
他 20 冊
主要学術論文
1. 藤岡淳子（2016）「性犯罪者を抱えた家族の支援」家族心理学年報，34，97-105．
2. 藤岡淳子（2015）「性犯罪のアセスメントと教育的調整」臨床心理学，15（4），489-493．
3. 藤岡淳子（2012）「性暴力行動の評価と介入」精神科治療学，27（6），751-756．
4. 藤岡淳子（2011）「刑事司法と社会福祉の連携の現状と課題～再犯予防の観点からみた連携」
犯罪と非行，167 巻，5-25．
5. 藤岡淳子（2000）「塀の中の性犯罪者治療－日本の現状と課題」アディクションと家族，17（3），
261-270．
他 46 編
